
臼杵城(丹生島城,亀城,亀ヶ城)(県指定史跡,続百名城) 

(臼杵市大字臼杵)(臼杵公園) 

 臼杵城（うすきじょう）は、大分県臼杵市にあった日本の城。城跡は大分県の史跡に指定されている。

戦国時代、大友宗麟により臼杵城の前身となる「丹生島城」が築かれ、大友氏の拠点となった。江戸時代

には臼杵藩の藩庁が置かれた。 

 概要 

丹生島は北、南、東を海に囲まれ、西は干潮時に現れる干潟の陸地でつながるのみという天然の要害をな

していた。ちなみに丹生島の「丹生」とは「金属鉱石の産出する島」という意味である。義鎮は、この島

一つを城郭化して干潟を干拓して城下を形成した。 

城には 3重の天守と 31基の櫓が上げられた。総二階造り（上下階の平面が同規模）の重箱櫓と呼ばれる形

状をした二重櫓が特徴的であった。廃藩後は天守以下建物は一部を残し取り壊され、周囲の海も埋め立て

られた。現在、城郭主要部は都市公園として整備され、石垣、空堀が残る。また、二の丸に畳櫓が、本丸

に切妻造りの卯寅口門脇櫓が、それぞれ現存する。 

歴史 

戦国時代 

1561年（永禄 4年）、毛利氏との戦いに敗れた大友義鎮は、翌 1562年（永禄 5年）に臼杵湾に浮かぶ丹

生島に新城を築き、大分府内大友館から移った。ポルトガル人宣教師ルイス・フロイスの記録によると、

城下には多くのキリスト教の施設が建立され城内には礼拝堂もあったとしている[3]。 

1586年（天正 14年）の島津軍の侵攻（丹生島城の戦い）に対して「国崩し」と呼ばれたポルトガルから

入手の大砲、「フランキ砲」を動員するなどして島津軍を退けたが、城も城下も大きく損失した。その翌

年、大友義鎮は死去した。 

近世 

文禄慶長の役にて、義鎮の嫡子義統が敵前逃亡の咎を受けて改易処分となり、かわって石田三成の妹婿で

ある福原直高が 3年の間居城。 

1597年（慶長 2年）太田一吉が入城して、城下の復興や城の近世城郭化が行われ、城の北西部の祇園洲に

三の丸を増築し大手門を現在の場所に移すなどの大改修が施され、現在のような姿となる礎を築いた。 

関ヶ原の戦いの後、1600年（慶長 5年）に美濃国郡上八幡より 5万石で稲葉貞通が入封、その子典通と 2

代にわたって修築が行われ現在のような姿となった。稲葉貞通入城以降、明治維新まで、稲葉氏 15代の居

城となった。 

近現代 

• 1873年（明治 6年）、城内の建物が一部を残して払い下げて撤去される。 

• 1877年（明治 10年）6月 1日、（西南戦争豊後方面の戦い）野村忍介指揮する薩摩軍奇兵隊の進

攻に備えて、旧臼杵藩の家老であった稲葉頼が臼杵隊を組織して臼杵城に篭城。奇兵隊の襲撃に抵

抗するが臼杵城は落城し臼杵は薩摩軍に占領される。6月 7日、新政府軍から 4個大隊と軍艦 3隻

の援軍が送られて、6月 9日臼杵城を奪還。薩摩軍は熊田に撤退した[4]。 

• 1887年（明治 20年）、城の周囲の海が埋め立てられる。 

• 1966年（昭和 41年）、大分県の史跡に指定される。 

• 2001年（平成 13年）、二の丸大手門に当たる大門櫓が木造で復元される。 

天守 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%87%BC%E6%9D%B5%E5%9F%8E#cite_note-3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%87%BC%E6%9D%B5%E5%9F%8E#cite_note-4


天守は、3重 4階で平面規模は 6間四方（6尺 5寸間）、高さは天守土台から 6間 1尺あった。外観の形状

については詳らかではないが、各時代の城絵図ではさまざまな姿が描かれ、寛永年間に作成された臼杵城

絵図の天守は望楼型のように描かれ、17世紀半ば以降の臼杵城天守は層塔型のように描かれている。複合

式または連結式で、絵図によって異なるが、2重のかぎ型の多門櫓と 1棟の二重櫓を描いてあったり、二

重櫓を 3棟描いてある描写もある。延宝年間の指図では東側に 5棟の付櫓平面が連なるように描かれてい

る。 

平成 19年（2007年）度に臼杵市教育委員会が行った本丸天守台の発掘調査によって、石垣構造や整地層

包含遺物から天守台石垣が文禄 3年（1594年）から慶長 5年（1600年）の間に築かれたものであることが

わかった。この時期は臼杵城天守が建造された時期と重なる。 また、明暦元年（1655年）には「天守御

修理成」（『温故年表』）とあるが、天守台石垣もこの改修の際に一部積みなおした痕跡があり、天守の

修理は大規模なものであったことがうかがえる。 

Wikipediaによる 

  

 


